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18 248  641  
19 422  1,297  
20 408  1,312  
21 531  1,953  
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昨年度の繰越の実績について 

23.1.12 

 

 

 繰越事由の集計結果（資料 2-2 参照） 

件数の多い繰越事由 

・新たな知見の発見 

・研究方法・内容の変更 

・海外研究協力者の事情 

 

 

[例] 新たな知見の発見 

■ 研究を遂行していく過程において、○○○（新たな知見の内容）が明らかとなり、その○○

○（新たな知見の内容）が有効か否か確かめるため、その調査に○○か月要したため、年度

内の完了が困難になった。 

 

[例] 計画の変更 

■ 当初予定していた○○○を用いた○○○法では、十分な効率が得られないことが判明し、

研究計画の再検討をする必要が生じ、その確立に○○か月要するため、年度内の完了が

困難になった。 

 

[例] 海外研究協力者の事情 

■ ○○○○（海外の研究協力機関名）から急遽人員不足により、現地調査に協力できないとの連

絡を受けた。再度調整の結果、○○から○○まで現地調査を実施することで内諾を得た

ため、年度内の完了が困難となった。 

 

 



繰越事由 件数

①計画に関する諸条件
エ

エ（計画の変更） 177

キ（新たな知見の発見） 182

キ（機器の故障） 21

キ（研究者の確保） 67

キ（新型インフルエンザ） 7

キ（怪我、病気） 5

キ（研究用設備の開発の遅延） 28

キ（その他） 7

気象の関係
異常気象が○○の場合
③気象の関係　ア～エ 9

資材の入手難
⑥資材の入手難
ウ（具体的な内容） 18

研究に際しての
事前調査

⑦研究に際しての事前調査又は
研究方式の決定の困難　ア 4

研究方式の決
定の困難

⑦研究に際しての事前調査又は
研究方式の決定の困難　イ 6

記号

①計画に関する諸条件
キ

平成２１年度　繰越事由　集計結果

計画に関する
諸条件




